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2. 観測実施項目  
2008 年 12 月 1 日～2009 年 1 月 2 日にベノア－ケープタウン間の航路において表層連

















 水温は、10oC から 30oC の範囲で変動しており、低緯度から高緯度にかけて低下する典
型的な分布を示した。塩分は、観測航路における 80oE を境界に東西で勾配を持つ分布を示




おいて 0.4 (rel.) を上回る高い値が認められた。特に、アガラス堆周辺  (ケープタウン沖) お
よび亜熱帯前線の南側では劇的に増加していた。また、蛍光値の変動は小さいが、ジャワ
島南部からマダガスカル島東部にかけての航路においても勾配がみられ、ジャワ島南部で
 - 30 -











どの領域においても検出限界  (3nM) 以下であり、わずかに残存していた硝酸塩+亜硝酸塩
濃度は、硝酸塩に由来することが推測された。  
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アンモニウム塩 
 観測海域の大部分において、検出限界  

























ャワ島南部およびマダガスカル島南東部では低濃度  (<1300nM) で、一方でインド洋中央
部およびマダガスカル島南西部では高濃度  (>1300nM) であった。 
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 本研究により、インド洋亜熱帯域におけるナノモルレベル栄養塩類の濃度分布をはじめ
て明らかにすることができた。今後は、溶存有機態窒素・リン、植物プランクトン群集、
大気アンモニア濃度等の解析を進め、栄養塩類の濃度分布のメカニズムについて明らかに
する予定である。 
